
編集後記

振り返ってみると本年度は掲載論文が少なく、編集長として忸怩たる思いがあります。本誌は、医長クラ

スの先生方による総説、若手の先生方ならではの現場の工夫、そして多職種の実践知が交わることで厚みを

増してきました。生成 AI やデジタルツールの臨床・教育への活用、働き方の見直しなど、今まさに議論が進

むテーマです。次号以降、皆さまの自由闊達な投稿と、現場で生まれた「明日から使える知恵」を心よりお

待ちしています。そのほか今回は海外学会旅費支援制度を利用した先生方からの原稿も頂戴しました。読者

の皆様方の国際的情報発信のきっかけになればと思います。

今年の夏は記録的な暑さに見舞われ、各地で線状降水帯による豪雨が相次ぎました。気候変動の影響を実

感する出来事が続く一方で、新型コロナウイルス感染症は「落ち着いた」とは言いきれず、波を描きながら

一定の罹患が続いています。今冬はコロナばかりでなくインフルエンザにも注意を払う必要がありそうです。

私たちは、2020 年からの経験を単なる記憶で終わらせず、診療・教育・地域連携の知恵として磨き直してい

く必要があります。次のパンデミックや災害時の医療提供体制の羅針盤として、こうした記録を残していく

意義は小さくないと考えており、今後の編集方針にもつなげて生きたいと考えています。

（和泉透）
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